
 

 

 

品    名：al065_01_【全体版】日系企業外貨建て社債 F（ヘッジあり）２０１６－０９（表1+P1）.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム Pd2-user 

プリント日時：2019/05/23 14:09:00 

 

  

 

http://www.smam-jp.com〒105-6228 東京都港区愛宕2-5-1

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 単位型投信／海外／債券 

信託期間 2016年９月30日から2021年３月26日まで

運用方針 日系企業が海外で発行する外貨建ての債
券等に投資することにより、安定的な収
益の確保と信託財産の成長を目指して運
用を行います。 

主要投資対象 日系企業が海外で発行する外貨建ての債
券等 

当ファンドの 
運用方法 

■主として、日系企業が海外で発行する
外貨建ての債券等に投資することによ
り、安定的な収益の確保と信託財産の
成長を目指します。 

■各国金利見通しおよび個別企業調査に
基づき投資候補企業を選定し、業種配
分、デュレーション、流動性などを勘
案し組入銘柄を決定します。 

■外貨建資産については、原則として対
円での為替ヘッジを行い、為替変動リ
スクの低減を図ります。 

組入制限 ■株式への投資割合は、信託財産の純資
産総額の10％以下とします。 

■外貨建資産への投資割合には、制限を
設けません。 

分配方針 ■年２回（原則として毎年３月および９
月の26日。休業日の場合は翌営業日）
決算を行い、分配を行います。 

■分配対象額の範囲は、元本超過額また
は経費控除後の利子、配当等収益のい
ずれか多い金額とします。 

■収益分配金額は、委託会社が基準価額
水準、市況動向等を勘案して決定しま
す。 

※委託会社の判断により分配を行わない
場合もあるため、将来の分配金の支払
いおよびその金額について保証するも
のではありません。 

 

日系企業外貨建て社債
ファンド（為替ヘッジあり）

２０１６－０９ 
【愛称：新日本晴】 

【運用報告書（全体版）】 
(2018年９月27日から2019年３月26日まで) 

第 ５ 期 

決算日 2019年３月26日 
 

受益者の皆さまへ 
当ファンドは日系企業が海外で発行する外貨建て

の債券等に投資することにより、安定的な収益の

確保と信託財産の成長を目指して運用を行いま

す。当期についても、運用方針に沿った運用を行

いました。 

  

三井住友アセットマネジメント株式会社は、関係当局の
認可等を得ることを前提に、2019年４月１日に大和住
銀投信投資顧問株式会社と合併し、商号を三井住友DS
アセットマネジメント株式会社に変更する予定です。 

  



日系企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１６－０９【愛称：新日本晴】 
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設定以来の運用実績 
 

決  算  期 

基 準 価 額 
受益者 
利回り 

債券組入 
比  率 

元  本
残 存 率(分配落) 

税 込 
分配金 

期 中 
騰落額 

期 中 
騰落率 

(設 定 日) 円 円 円 ％ ％ ％ ％

2016年９月30日 10,000 － － － － － 100.0

１期(2017年３月27日) 9,727 0 △273 △2.7 △5.6 92.3 95.7

２期(2017年９月26日) 9,912 0 185 1.9 △0.9 98.2 89.4

３期(2018年３月26日) 9,716 0 △196 △2.0 △1.9 90.3 79.1

４期(2018年９月26日) 9,681 0 △ 35 △0.4 △1.6 99.8 69.5

５期(2019年３月26日) 9,799 0 118 1.2 △0.8 97.1 64.7

※基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。 

※受益者利回りは、基準価額(累計分配金込み)の当初元本に対する騰落率を年率換算したものです。 

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。 

 

当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 債券組入 

比  率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％

2018年９月26日 9,681 － 99.8

  ９月末 9,687 0.1 100.9

  10月末 9,645 △0.4 98.3

  11月末 9,642 △0.4 98.4

  12月末 9,606 △0.8 96.8

2019年１月末  9,686 0.1 95.1

  ２月末 9,737 0.6 97.3

(期   末)  

2019年３月26日 9,799 1.2 97.1

※騰落率は期首比です。 

 



 

1 運用経過
基準価額等の推移について（2018年９月27日から2019年３月26日まで）

基準価額等の推移

期 首 9,681円

期 末 9,799円
（分配金0円（税引前）込み）

騰 落 率 +1.2％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※ 単位型投信の場合、実際には分配金は再投資されませんのでご
留意ください。（以下、同じ）

※分配金再投資基準価額は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
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日系企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１６－０９【愛称：新日本晴】 



 

基準価額の主な変動要因（2018年９月27日から2019年３月26日まで）

　当ファンドは、日系企業が海外で発行する外貨建ての債券等に投資しました。外貨建資産につ
いては、対円での為替ヘッジを行いました。

●  社債の金利収入
●  社債利回りの低下（価格は上昇）

●  為替ヘッジコスト

上昇要因

下落要因
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日系企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１６－０９【愛称：新日本晴】 



 

投資環境について（2018年９月27日から2019年３月26日まで）

当期の米国５年国債利回りは低下しました。社債利回りも低下しました。

債券市場
　米国国債利回りは、底堅い米国景気を背景
にＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）の利上げが
継続していることや、賃金や物価指標の改善
により、期首から10月にかけて上昇傾向で
推移しました。11月以降は、米中貿易摩擦
激化への懸念やＦＲＢによる利上げ停止観測
の高まりなどを背景に、国債利回りは期末ま
で低下基調で推移しました。
　社債スプレッド（国債に対する上乗せ金利）

は、米中貿易摩擦懸念や10月以降の株式市
場の調整などを材料に拡大しましたが、年明
け以降は堅調な社債市場への資金流入を背景
に縮小しました。その結果、社債利回りは期
を通してみれば低下しました。
　為替ヘッジコストは、緩やかに上昇しまし
た。
　当期の市場の動きを米国５年国債利回りで
みると、期首2.98％から期末には2.18％へ
低下しました。

ポートフォリオについて（2018年９月27日から2019年３月26日まで）

●格付け別配分
　Ａ格の組入比率を高めとして、一部ＢＢ格
へ配分しました。ファンドで保有する債券の
平均格付けはＡ格となっています。

●デュレーション（投資資金の平均回収期間）
　ポートフォリオのデュレーションは３年程
度とし、満期構成では残存期間１年－５年の
債券をバランスよく保有しました。
※繰上償還条項が付与されている場合は、原則として繰
上償還発効日を償還日とみなしています。

●業種別配分
　業種別には保険への配分を高めとして、銀
行や通信、その他金融などにも配分しました。

●為替ヘッジ
　為替ヘッジを活用し、為替変動リスクの低
減を図りました。
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分配金について（2018年９月27日から2019年３月26日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第5期 　当期の分配は、分配可能額および基準価
額水準等を勘案し、見送りといたしました。
　なお、収益分配に充てなかった留保益に
つきましては、運用の基本方針に基づき運
用いたします。

当期分配金 －
（対基準価額比率） （－％）
※  「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末
基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当
ファンドの収益率とは異なります。

2 今後の運用方針
　世界経済の減速懸念を背景にＦＲＢは政策
金利見通しを中立的な内容に変更しました。
米国経済は相対的に堅調に推移していますが、
英国のＥＵ（欧州連合）離脱問題や米中の貿易
問題に関する不透明感を考慮すると、５年国
債利回りはもみ合いで推移すると見込んでい
ます。
　社債スプレッドはフェアバリュー（適正価

値）よりやや割安な水準で推移しており、発
行企業のファンダメンタルズ（基礎的条件）も
良好であることから、安定推移を見込んでい
ます。
　こうした投資環境見通しをベースに、社債
発行企業の信用力評価や個別証券の投資価値
に注意しながら、現状のポートフォリオを継
続保有していく方針です。

3 お知らせ
約款変更について

　該当事項はございません。

ベンチマークとの差異について（2018年９月27日から2019年３月26日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。
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日系企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１６－０９【愛称：新日本晴】 

１万口当たりの費用明細(2018年９月27日から2019年３月26日まで) 
 

項 目 金額 比率 項目の概要 

(a) 信託報酬 32円 0.335％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×(経過日数／年日数) 
投信会社：ファンド運用の指図等の対価 
販売会社：交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管

理、購入後の情報提供等の対価 
受託会社：ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行

等の対価 

 (投信会社) (21) (0.214)

 (販売会社) (10) (0.107)

 (受託会社) (1) (0.013)

(b) その他費用 1 0.010 
その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 

保管費用：海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資
金の送回金・資産の移転等に要する費用 

監査費用：監査法人に支払うファンドの監査費用 
そ の 他    ：信託事務の処理等に要するその他費用 

 (保管費用) (1) (0.007)

 (監査費用) (0) (0.003)

 (その他) (0) (0.000)

合 計 33 0.345   

 
期中の平均基準価額は9,667円です。 
※期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。 
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。 

 

当期中の売買及び取引の状況(2018年９月27日から2019年３月26日まで) 
公社債 
 

 買  付  額 売   付  額 

外 
国 

  千米ドル 千米ドル

ア メ リ カ 
社 債 券
(投資法人債券を含む)

－ 2,112

※金額は受渡し代金。(経過利子分は含まれておりません。) 

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

※社債券(投資法人債券を含む)には新株予約権付社債(転換社債)は含まれておりません。 

 

利害関係人との取引状況等(2018年９月27日から2019年３月26日まで) 
(１)利害関係人との取引状況 

 当期中における利害関係人との取引等はありません。 

 
(２)利害関係人の発行する有価証券等 
 

種   類 買 付 額 売 付 額 期末保有額 

 百万円 百万円 百万円 
公 社 債 － 44 287 

  
利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当
ファンドに係る利害関係人とは、株式会社三井住友フィナンシャルグループです。 
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日系企業外貨建て社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１６－０９【愛称：新日本晴】 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2018年９月27日から2019年３月26日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

組入れ資産の明細(2019年３月26日現在) 
公社債 

Ａ 債券種類別開示 

  外国(外貨建)公社債 
 

区    分 
期          末 

額 面 金 額 
評  価  額 

組入比率
うちBB格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 
外 貨建金 額      邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

 千米ドル 千米ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
ア メ リ カ 28,380 29,384 3,238,456 97.1 8.4 53.6 29.8 13.8
合 計 28,380 29,384 3,238,456 97.1 8.4 53.6 29.8 13.8

※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

※組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

※－印は組入れなし。 

 
Ｂ 個別銘柄開示 

  外国(外貨建)公社債 
 

種   類 銘   柄 
期         末 

利 率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日
外貨建金額 邦貨換算金額 

    ％ 千米ドル 千米ドル 千円  

 ( ア メ リ カ ) 普通社債券 BK TOKYO-MIT UFJ 2.85 2.85 1,100 1,100 121,232 2021/９/８
  (含む投資法人債券) DAI-ICHI LIFE 7.25 2,500 2,675 294,919 2999/12/31
   FUKOKU MUTUAL 6.5 2,425 2,615 288,253 2999/12/31
   MITSUB UFJ FIN 2.95 2.95 1,555 1,559 171,880 2021/３/１
   MITSUI SUMITOMO 7.0 2,500 2,697 297,284 2072/３/15
   MIZUHO FINANCIAL 2.632 2.632 2,600 2,585 284,995 2021/４/12
   NIPPON LIFE INS 5.0 2,700 2,799 308,496 2042/10/18
   ORIX CORP 2.65 2.65 2,800 2,773 305,653 2021/４/13
   SOFTBANK GRP COR 5.375 5.375 2,500 2,544 280,374 2022/７/30
   SOMPO JAPAN INS 5.325 2,600 2,698 297,355 2073/３/28
   SUMITOMO LIFE 6.5 2,500 2,728 300,728 2073/９/20
   SUMITOMO MITSUI 2.934 2.934 2,600 2,606 287,282 2021/３/９

  合     計  － － － 3,238,456 － 

※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
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投資信託財産の構成 (2019年３月26日現在) 
 

項      目 
期           末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 
公 社 債 3,238,456 96.6 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 113,824 3.4 
投 資 信 託 財 産 総 額 3,352,280 100.0 

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※期末における外貨建資産(3,294,419千円)の投資信託財産総額(3,352,280千円)に対する比率は98.3％です。 
※外貨建資産は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは、１
米ドル=110.21円です。 

 

資産､負債､元本及び基準価額の状況 
(2019年３月26日現在) 

 
項     目 期     末 

(A) 資 産  6,594,935,057円
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等  42,952,714 
 公 社 債      ( 評 価 額 )  3,238,456,449 
 未 収 入 金  3,284,846,228 
 未 収 利 息  28,679,666 

(B) 負 債  3,259,872,733 
 未 払 金  3,242,733,887 
 未 払 解 約 金  6,002,127 
 未 払 信 託 報 酬  11,045,574 
 そ の 他 未 払 費 用  91,145 

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B )  3,335,062,324 
 元 本  3,403,369,847 
 次 期 繰 越 損 益 金 △ 68,307,523 

(D) 受 益 権 総 口 数  3,403,369,847口
 １万口当たり基準価額(C/D)  9,799円

※設定年月日 2016年９月30日 
 設定元本額 5,255,400,688円 
 期首元本額 3,654,614,562円 
 期末元本残存率 64.7％ 
※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に
規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな
ります。 

損益の状況 
(自2018年９月27日 至2019年３月26日) 

 
項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益   76,532,680円
 受 取 利 息   76,547,861 
 支 払 利 息  △ 15,181 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益  △ 71,244,438 
 売 買 益   244,184,724 
 売 買 損  △ 315,429,162 

(C) 有 価 証 券 評 価 差 損 益   45,411,629 
(D) 信 託 報 酬 等  △ 11,668,023 
(E) 当期損益金 ( A + B + C + D )   39,031,848 
(F) 前 期 繰 越 損 益 金  △ 116,419,768 
(G) 解 約 差 損 益 金   9,080,397 
(H) 計       ( E + F + G )  △ 68,307,523 
(I) 収 益 分 配 金   0 
 次 期 繰 越 損 益 金 ( H + I )  △ 68,307,523 

※信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表
示しています。 

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を
差し引いた差額分をいいます。 

※期末における費用控除後の配当等収益が62,792,022円、純資産
額の元本超過額0円のうち、多い金額である62,792,022円（１万
口当たり184.50円）が分配可能額でありますが、分配を行って
おりません。 

 

分配金のお知らせ 
 

１万口当たり分配金(税引前) 
当 期 

－円
 

 
上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。 




